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図4　東北，関東の火山岩の鉛同位体比　棚倉構造線の東に位置する火山を黒丸
　　　で，西を白丸で表示する。個々の火山からの岩石は同位体比が重複すること
　　　があり，鉛同位体比による産地推定は困難である。棚倉構造線の東西で鉛
　　　同位体比は異なるトレンドを示し，鉛同位体比からある程度の地域の制約
　　　を付けることが可能である。Kersting（1996）を改変。
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　二つ目に粘土鉱物中の長石の鉛同位体比がその地域の地殻物質の代表的な鉛同位体比を持つかに
ついて検討する。
　岩石中の鉛のうち放射壊変起源鉛（radiogenic　lead）は主にアパタイト，ジルコン，モナザイト
などの微量鉱物に含まれる。非放射壊変起源の鉛（common　lead）はウラン・トリウムに乏しいカ
リ長石や斜長石などに含まれる。長石には鉛が数十から数百ppm含まれるのに対し，ウラン・トリ
ウム濃度が低く1ppm以下であり，鉱物生成時の鉛同位体比を保持していることが知られている。
したがって長石などが鉛鉱物のように岩石の形成時の同位体比を保持する可能性がある。今回の研
究では土器を構成する長石を鉱物分離し，その同位体比を測定するため土器全体の鉛同位体比より
も解釈がしやすくなると考えられる。
　しかし，長石が他の起源を持つ鉛により汚染された例がDoe　and　Hart［1963］により報告されて
いる。コロラド州の熱変成を受けた岩石から分離された長石の場合，周囲の岩石から放射壊変起源
の鉛を取り込んでいることが報告されている。変成作用の熱で，同じ岩石中のジルコンなどの鉱物
から放射壊変起源の鉛の移動が起こり，同位体比の変化が起きたと考えられる。さらにLud輔g
and　Silver［1977］は変成作用を受けていないカコウ岩の長石が過剰の放射壊変起源の蹴Pbを含んで
いることを報告している。このようなことが起こると，同一地域さらには同一岩石からの長石が，
異なる鉛同位体比を持つことになり産地推定は困難になると予想される。
　最後に，長石ができてからウラン・トリウムー鉛が閉鎖系状態を保っているかについて検討する。
　これについても閉鎖系が成り立っていない例が報告されている。土器の原料となる粘土鉱物は岩
石の風化で残留した成分と二次的にできた鉱物である。堆積岩中のカリ長石の研究により古い時代
の岩石の風化で供給された部分を核とし，その周囲に二次的な長石が成長した例も知られている
［Hearn　et　al．，1987］。またカリ長石自体風化には比較的強いが，条件が厳しい場合完全に風化され
てしまう場合もある。その中途では部分的な風化により，鉛同位体比の変化なども予想できる。こ
れらは土器資料の鉛同位体比の解釈を難しくすると予想される。
　以上見てきたように，長石の鉛同位体比による土器の産地推定は，困難な点が数多くあると思わ
れるが，大きな地域間の区別は可能性があり，今回の坂本達の試みがどのような結果をだすか興味
深い。さらに鉛の局所同位体比分析技術が向上しているが，これにより微小部分に残されたより本
質的な情報を得られる可能性があり，今後の進展に期待が持てる。
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ApPlicability　of　Lead　Isotopes　for　Provenancing　Pottery
Shun’ichi
Provenance　stud三es　fbr　re五cs　using　radiogenic　isotopes　have　been　maillly　appHed　to　metals．　In
dlis　cooperative　study　ti廿ed‘‘CoUective　Research：Provenance　Sludies　of　Cultural　Properties　with
Isotope　Analysis’；Sakamoto　et　al．　tried　to　use　lead　isotopes　of　alka五允1dspar　separated　from　pottery
to　determine　their　provenance．　In　this　section，　the　author　will　review　whether　clay　minerals，　raw
material　fbr　pottery，　meet　required　conditions　fbr　determining　their　provenance　with　their　lead
isotopes　based　on　previous　Uterature．
　　Although　pottery　seems　to　be　a　more　challenging　target　for　provenance　study　compared　with
metals，　it　may　be　possible　to　put　some　constraints．　Microanalyses　that　enable　to　extract
geochemical　inlbrmation　undisturbed　by　secondary　processes　will　contribute　to　the　development
in　provenance　studies　for　pottery」
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